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施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

市内での雇用を促進するとともに、市内の優れた技能を次世代に継承する

2

施策の概要

人材を活かすしくみづくり施策(３層)

直接目標

活力と魅力あふれる力強い都市づくり基本政策(１層)

生き生きと働き続けられる環境をつくる政策(２層)

主な事務事業

雇用労働対策・就業支援事業

技能奨励事業

生活文化会館の管理運営事業

概要
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実施計画に位置付けた成果指標

就業支援事業による就職決定者数成果指標①

算 出 方 法

「キャリアサポートかわさき」における年間就職決定者数
※第 1 期実施計画では、「キャリアサポートかわさき」と「コネクションズかわさき」における就

職決定者数を成果指標として示していたが、「コネクションズかわさき」は日本全体の経済情勢
等の対外的な要因の影響を強く受けることから、第2 期実施計画では指標管理を施策の取組
の成果がより反映される「キャリアサポートかわさき」における就職決定者のみに見直している。

指標の考え方
雇用のミスマッチの課題に対応するために、総合的な相談窓口として、「キャリアサポートかわ
さき」を中心に就業支援事業を実施していることから、当事業における就職決定者数の推移を
見ることで、市内の雇用状況の向上のための取組の成果を測ることができる。

指標の目標値
第１期策定時

465人（H26） －
第２期目標

490人以上（R3）
第３期目標

495人以上（R7）

目標値の考え方

将来的な雇用情勢や国事業の方向性が不透明ではあるものの、現状を上回る就職決定者
数を維持していくことを目標とする。
※成果指標の算出方法の見直しに伴い、目標値を変更
・第 2 期：710→490 人 ・第 3 期：720→495 人

概要
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実施計画に位置付けた成果指標

かわさきマイスターのイベント出展等の活動回数成果指標②

算 出 方 法
区民祭等のイベントにおけるかわさきマイスター出展件数、小・中学校等において出前授業を
行った件数、ものづくりに関する市民向け講習会の開催数

指標の考え方

市内最高峰の匠として認定された「かわさきマイスター」が、多くの市民に対して「ものづくり」に
関わる極めて優れた技術や卓越した技能を披露できるイベントへの出展件数、熟練した技能
の活用・継承、後継者育成の機会として小・中学校等における出前授業を行った件数や市民
向け講習会等の開催数により、マイスター制度の取組の成果を測ることができる。

指標の目標値
第2期実施計画から

新たに設定
－

第２期目標

１０２件以上（R3）
第３期目標

１０６件以上（R7）

目標値の考え方
依頼先の増減により件数の変動があり不透明なものではあるが、広報手段の見直し等による
市民への周知の徹底などにより毎年少なくても１件以上増加することを目標とする。

概要
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雇用の状況
背景

 本市の有効求人倍率の推移をみると、平成３０（２０１８）年度までは上昇傾向にあり
ましたが、令和元（２０１９）年度には低下し、0.95倍と１倍を割り込んだのち、令和２（
２０２０）年度に新型コロナウイルス感染症の影響により大きく低下しています。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、有効求人倍率は、全国、神奈川県、本市
とも大きく落ち込み、その後低調に推移しており、感染拡大前の水準に戻っていない
状況にあります。
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雇用の状況
背景

 雇用のミスマッチや若年無業者、女性、就職氷河期世代等の活用などは従前から課
題となっており、更に、コロナ禍で変化する雇用情勢や社会的ニーズに合わせた取
組の推進が求められています。

 新型コロナウイルス感染症感染拡大期の就業者数の変動をみると、リーマンショック
期に比べて、男性は減少幅が少なく、女性は減少幅がやや大きくなっています。

令和3年8月厚生労働省「労働経済の分析」

男女別の就業者数の変動の要因分析
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市内企業の人材確保の状況
背景

 市内中小企業等の人手不足は長年の課題となっており、市内企業の調査によると、
人材確保の状況として「人材が不足している」と回答した中小企業の割合は多く、「や
や不足」、「かなり不足」を合わせると51.8％となり、半数以上の企業が人材不足の状
況にあります。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、求職者の就職・雇用環境が悪化する一方
で、当面の重点経営施策として「人材確保」を挙げる企業も多くなっています。
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令和２年度「川崎市労働白書」 川崎信用金庫「中小企業動向調査（2021.10-12月期）」
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キャリアサポートかわさきでの就業支援
取組

 本市就業支援室「キャリアサポートかわさき」では、専門相談員による個別相談や職
業紹介、利用者の希望に合わせた求人開拓、企業交流会、就職準備セミナーの開
催等により、求職者の個々のニーズ等に応じた丁寧な就業支援を実施しました。

窓口相談

オンライン相談

企業交流会
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コネクションズかわさきでの職業的自立支援
取組

 「コネクションズかわさき（かわさき若者サポートステーション）」では、個別カウンセリ
ングや就労体験、定着支援、学校連携事業、保護者セミナー等により、若年無業者
の就業意識の向上や職業的自立に向けた支援を実施しました。
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求職者の特性等に合わせた就業支援
取組

 高校や大学等の新卒予定者等に対して、学校や経済団体、ハローワーク等の関係
機関と連携しながら、市内中小企業等との就業マッチングイベントや合同企業就職
説明会等を実施しました。

 「キャリアサポートかわさき」での女性カウンセラーの配置や託児付き女性相談窓口
の設置、対象を女性に特化したマッチングイベントの開催等により、女性の就業支
援を実施しました。

 就職氷河期世代に対し、正規雇用に向けた短期集中セミナーの開催や県合同就職
面接会への誘導、キャリアサポートかわさきでの相談窓口の設置等により、正規雇
用を中心とした就業支援を実施しました。

合同企業就職説明会 女性相談窓口 短期集中セミナー
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多様な人材育成・確保支援
取組

 市内中小企業の人手不足や雇用のミスマッチ解消を図るため、産業界や学校等と連
携し、若者、女性、高齢者及び就職氷河期世代など多様な求職者に魅力を発信する
とともにマッチング機会を創出するなど、人材確保に向けた支援を実施しました。

マッチングイベント
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ものづくり産業における人材の減少
背景

川崎市にマイスター制度が発足した平成９（1997）年頃の状況は、円高進行により多くの大手製造業の海外移転、低価格
の輸入製品増加などにより、中小製造業は事業の縮小や廃業の増加などの問題を抱えていました。

また、昭和６０年代のバブル景気以降、製造業が「３Ｋ」という言葉で表現され、若年層の就業者数が減少したことから後
継者の不足が課題となり、さらに、製造業全体の省力化・機械化・リストラ等により、熟練技能者が減少し、優れた技能の
継承が困難になりつつありました。

我が国ではすでに人口減少が現実のものとなっ

ており、少子・高齢化とともに、若年層の減少が進

行しています。

ものづくり産業の現状をみると、GDP に占める製

造業割合は、約２割を占めており、依然として我が

国の基幹産業である一方で、国内の従業者数は

減少傾向にあり、平成９（1997）年から平成２９（

2017）年の20年間で20％以上減少しています。

ものづくり産業における若年就業者（34 歳以下）

の就業者数及び比率も減少傾向にあります。

新規学卒者の製造業新規入職者数は、総数とし

ては、 平成２２（2010）年を底に持ち直しています

が、従業員数が 300 人未満の中小企業について

は、長期的に減少傾向にあります。

（参考）
経済産業省 厚生労働省 文部科学省 「2019年版ものづくり白書」

●技能の継承について

・令和元年度に厚生労働省が全国で実施した調査によると、「技能継承に問題がある」
とする事業所は39.0％となっています。
産業別に見ると、「建設業」（63.5%）が最も多く、以下、「製造業」（61.9%）、「学術研

究，専門・技術サービス業」（50.6%）では、５割以上の事業所が技能継承に問題がある
としています。

（出典） 厚生労働省 令和元年度「能力開発基本調査」

技能継承の問題の有無
（産業、企業規模別）
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背景

マイスター制度の創設

 技能職者の後継者不足は深刻化していることから、市民生活や日本の産業を支える技術・技能に対する市民理解の

更なる醸成に向けたものづくり産業の魅力発信などの技能振興の継続的な取組が求められています。

技術・技能職者を取り巻く環境が厳しく
なってゆく中、川崎市内の技能職団体で

構成された川崎市技能職団体連絡協議

会などは、マイスター制度の研究を始め、

代表者を平成６（１９９４）年にドイツに派

遣し本場の制度を学び、平成８（１９９６）

年７月には、同協議会からの委員２名を

含む「川崎市マイスター制度検討委員会」

が発足。翌平成９（１９９７）年に「かわさき

マイスター」制度が創設されました。

市内最高峰の匠「かわさきマイスター」

かわさきマイスターシンボルマーク

ものづくりの原点である手をモチーフに、
その発展を花の開花、鳥の羽ばたきの
形で表現しています。

マイスター有志「ものづくりの匠プロジェクト」

による時計の寄贈 （平成２５（2013）年）

「ものづくり都市」として発展して

きた川崎が誇る、極めて優れた技

術・技能職者の方々を市内最高

峰の匠「かわさきマイスター」とし

て認定し、素晴らしい技能を継承・

振興・発展させる制度として、これ

までに工業や衣・食・住など生活

にかかわる76職種114名の方々を

認定しています（令和４年４月末

現在）。 匠プロジェクト寄贈 観覧車 （平成２７（2015）年）
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取組

 技能奨励・後継者育成・人材育成に向けた活動を行っています。

かわさきマイスターのイベント出展等の活動

マイスター学校派遣

マイスターまつり

多摩区民祭

後継者育成・人材育成の取り組み

としては、小・中・高校、職業技術校

などでの講演会・実演・実技指導や

市民向けの体験教室などを行い、

技術・技能の継承・啓発に取り組ん

でいます。

技能奨励の活動として、毎年５月に武蔵

溝ノ口駅南北自由通路で開催しているマイ

スター最大の祭典「かわさきマイスターまつ

り」をはじめ、技能職者の拠点である「てく

のかわさき（川崎市生活文化会館）」におい

て催される「技能フェスティバル」、「てくの

まつり」、また「かわさき市民まつり」や「区

民まつり」、「かながわしごと・技能体験フェ

スタ」など本市内外の様々なイベントにて熟

練の技の実演・体験・製品展示を行ってい

ます。

市民祭り
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技能奨励事業
取組

技術・技能職者への市民の理解が深まり、技能を尊重する社会の形成と、後継者の
育成が図られるようにします。

●マーケティング支援における研修会等の開催
（研修会等の開催回数 H30：2回、R1：2回、R2：1回、R3：中止）

●マイスターによるイベント出展、学校派遣、講習会等の開催
（活動回数 H30：100件、R1：102件、R2：38件、R3：62件）

後継者育成事業 「技能職者に学ぶ」 てくのかわさき技能フェスティバル

令和３年度 認定者発表記者会見

●中学校における技能職体験の実施
（実施校数 H30：5校、R1：5校、R2：3校、R3：2校）

●技能フェスティバルの開催
（来場者数 H30:3,800人、R1：3,800人、R2、R3：中止）

●かわさきマイスター認定者
（H30：5人、R1：4人、R2：4人、R3：5人）

令和元年度まではおおむね目標どおりの実績となっていましたが、令和２、３年度については新型

コロナウイルス感染症の影響によりイベントや学校派遣等、多くの事業が中止となりました。

技能振興・継承の取組は、広く市民や学生・生徒、子どもたちに、見て、触れて、体験し

てもらうことが重要であり、技能講習や後継者育成事業においても、手を取りながら直接指

導を行うことが不可欠であるため多くの取組が中止を余儀なくされました。

今後は、新型コロナウイルス感染症の動向や市の対応方針等を踏まえ、開催の可否、時期

や実施手法等を検討します。

令和元年度まではおおむね目標どおりの実績となっていましたが、令和２、３年度については新型

コロナウイルス感染症の影響によりイベントや学校派遣等、多くの事業が中止となりました。

技能振興・継承の取組は、広く市民や学生・生徒、子どもたちに、見て、触れて、体験し

てもらうことが重要であり、技能講習や後継者育成事業においても、手を取りながら直接指

導を行うことが不可欠であるため多くの取組が中止を余儀なくされました。

今後は、新型コロナウイルス感染症の動向や市の対応方針等を踏まえ、開催の可否、時期

や実施手法等を検討します。
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取組

 生活文化会館での活動を通じて、技能職に対する市民理解の醸成や技能職者相

互の交流、技能振興及び技能水準の向上を図りました。

●生活文化会館の管理運営
（全貸室の平均稼働率 H30：62.7％、R1：62.5％、R2：42.8％、R3：52.5％）

生活文化会館の管理運営事業

第２期
策定時
(H28)

H30 R1 R2 R３

目標 63.0 ％ 64.0 ％ 65.0 ％ 65.0 ％

実績 58.7 ％ 62.7 ％ 62.5％ ※ 42.8 ％ ※ 52.5 ％ ※

※ 令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響が生じる1月までは目標を上回る実績
で推移しましたが、２月（前年比 7.1ポイント減）、３月（同 21.0ポイント減）は大幅な落ち込
みとなりました。

令和２、３年度については、施設の休館、利用人数及び利用時間帯の制限を行ったこと、
またこれらの制限を設けていない期間についても、種々の市民活動の自粛により利用が大
幅に減少しました。

川崎市生活文化会館

愛称 「てくのかわさき」

技能実習室 会議室 研修室の運営 講座の実施・「てくのまつり」の開催



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

 就業支援事業による「就職決定者数」は、令和元年度までは、おおむね目標どおりの実績と

なっていたものの、令和２・３年度については、新型コロナウイルス感染症の影響による雇

用情勢の悪化や直接的な周知機会の減少等による広報活動の停滞、求職者及び求人企

業の活動自粛等により目標を大きく下回っています。
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成果指標①の達成状況（目標未達成）

就業支援事業による年間就職決定者数

成果

第１期
策定時
(H28)

H30 R1 R2 R３

目標 ４８６人 ４８７人 ４８８人 ４９０人

実績 ４７２人 ４９０人 ５０２人 ４１２人 ３７５人

1,318 1,310
1,361

1,319

2,388

2,604

791

993
966

1,064

807

884

472 486 490 502

412
375

475 485 486 487
488 490

900

1,300

1,700

2,100

2,500

300

500

700

900

1,100

H28 H29 H30 R1 R2 R3

キャリアサポートかわさき実績推移

求人開拓件数 新規登録者数

就職決定者数 就職決定目標



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

 就労支援事業による就職決定者数は、ハローワークとの連携による広報の実施等により、キ

ャリアサポートかわさきの新規登録につなげ、キャリアサポートかわさきにおいて登録者のニ

ーズ等に応じたきめ細やかな就業支援を行うことで、新型コロナウイルス感染症拡大前まで

は順調に推移し、令和元年度は目標を上回る年間500名超の就職決定者数となりました。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、有効求人倍率の低下など雇用情勢が悪化したこと

、最大の認知経路であったハローワークの雇用保険受給者説明会での直接的な広報が実施

不可となったこと、求職者・求人企業の活動自粛がみられたこと等により、「キャリアサポート

かわさき」の新規登録者や就職決定者数が落ち込み、令和２、３年度は目標未達成となりまし

た。

 新型コロナウイルス感染症の影響により就職決定者数は落ち込んだものの、令和２年度の求

人開拓員増員により、求人開拓件数は増加しています。
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成果指標①の成果分析
成果

就労支援事業による年間就職決定者数



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

 小学校・中学校での実演や講演、高校や職業技術校での実技指導や講義

（技能の継承、後継者育成 H30：４２回 R1：３９回 R2：８回 R3：１５回）

 かわさきマイスターまつりの開催、市民祭り・各区民祭等のイベント出展やメディア出演

（技術・技能への関心向上 H30：３２回 R1：３６回 R2：２２回 R3：３１回 ）

 市民向け講習会、研修会

（技能の継承、技術・技能への関心向上 H30：２６回 R1：２７回 R2：８回 R3：１６回）

 小学校・中学校での実演や講演、高校や職業技術校での実技指導や講義

（技能の継承、後継者育成 H30：４２回 R1：３９回 R2：８回 R3：１５回）

 かわさきマイスターまつりの開催、市民祭り・各区民祭等のイベント出展やメディア出演

（技術・技能への関心向上 H30：３２回 R1：３６回 R2：２２回 R3：３１回 ）

 市民向け講習会、研修会

（技能の継承、技術・技能への関心向上 H30：２６回 R1：２７回 R2：８回 R3：１６回）

 かわさきマイスターが優れた技術を披露するイベント出展、ものづくりに関する市民向け講習会の

開催及びメディア出演等の回数は、新型コロナウイルス感染症の影響による活動機会の減少に

より目標を下回りました。
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成果指標②の達成状況（目標未達成）

かわさきマイスターのイベント出展等の活動回数

成果

第2期
策定時
(H28)

H30 R1 R2 R３

目標 99 回 100 回 101 回 102 回

実績 97 回 100 回 102 回 38 回 62 回

平成３０～令和３年度 実績



概要 背景 取組 成果 まとめ
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成果指標②の成果分析
成果

 令和元年度まではおおむね目標どおりの実績となっていましたが、令和２、３年度について

は新型コロナウイルス感染症の影響により学校派遣、イベントへの出展や市民向け講座の

大半が中止となったため目標を大きく下回りました。

 今後は感染防止のための対策を実施しながら講座等の活動の充実や広報の強化を進める

とともに、市民理解の向上に向けた情報発信手法としてインターネットや映像コンテンツ、オ

ンラインを活用した体験や実習を取り入れるなど、アフターコロナにおける生活様式の変化に

対応した新たな活動の提案や新規出展の開拓を行っていく必要があります。

かわさきマイスターのイベント出展等の活動回数



概要 背景 取組 成果 まとめ
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成果指標②の成果分析
成果

その他成果（数値で把握できる補足指標）

 ものづくり体験や講話を行うために、かわさきマイスターを学校へ派遣した件数

・市内小学校・中学校での職業体験・講話、訪問インタビュー、まちたんけん（社会科見学）の受入

・高校の夏休みインターンシップ受入

・職業技術校での講義

 ものづくり体験や講話を行うために、かわさきマイスターを学校へ派遣した件数

・市内小学校・中学校での職業体験・講話、訪問インタビュー、まちたんけん（社会科見学）の受入

・高校の夏休みインターンシップ受入

・職業技術校での講義

かわさきマイスター学校派遣件数

H30 R1 R2 R３

目標 42 回 39 回 8 回 15 回

 かわさきマイスターが優れた技術を披露するイベント出展、ものづくりに関する市民向け講

習会の開催及びメディア出演等の件数

・「かわさきマイスターまつり」「マイスター匠展」の開催

・「技能フェスティバル」、「てくのまつり」、「市民祭り」、「区民祭」、

「かながわしごと・技能体験フェスタ」出展

・生活文化会館（てくのかわさき）での市民向け講習会

・テレビ、ラジオ等メディア出演 等

 かわさきマイスターが優れた技術を披露するイベント出展、ものづくりに関する市民向け講

習会の開催及びメディア出演等の件数

・「かわさきマイスターまつり」「マイスター匠展」の開催

・「技能フェスティバル」、「てくのまつり」、「市民祭り」、「区民祭」、

「かながわしごと・技能体験フェスタ」出展

・生活文化会館（てくのかわさき）での市民向け講習会

・テレビ、ラジオ等メディア出演 等

かわさきマイスターイベント出展件数

H30 R1 R2 R３

目標 58回 63回 30 回 47 回



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

 「かわさきマイスター」事業においては、学校派遣だけではなく、市民まつり等市民向けイベン

トへの参加や市民対象の講座などが好評であるほか、テレビをはじめメディアに取り上げられ

る機会が多いことから、ものづくりの魅力発信等技能振興の取組に一定の効果があったものと

考えます。
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その他成果（定性的な成果）

成果指標② かわさきマイスタ－のイベント出展等の活動回数

成果

 「キャリアサポートかわさき」においては、新型コロナウイルス感染症の影響による雇用情勢

の悪化等から就職決定者数は落ち込みましたが、令和２年度から求人開拓員を３名増員し、求

人開拓件数を増加させるとともに、令和３年度からオンライン相談を開設し利便性を向上させる

ほか、特に新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けている就職氷河期世代や女性等の

離職者等に対して、集中セミナーや特化型のマッチングイベントを開催するなどの支援を行うこ

とで就業に一定の効果があったものと考えます。

成果指標① 就業支援事業による就職決定者数



概要 背景 取組 成果 まとめ
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① 「雇用労働対策・就業支援事業」の「就業支援事業による就職決定者数」は、ハローワークと

の連携による広報実施や求職者ニーズ等に応じたきめ細やかな就業支援により、令和元年度ま

では目標を上回っていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響による雇用情勢の悪化や、

最大の認知経路であったハローワークの雇用保険受給者説明会での直接的な広報が実施不可

となったこと、求職者・求人企業の活動自粛等により、令和２、３年度は目標未達成となりました

。また、コネクションズかわさきが行う職場体験事業については、新型コロナウイルス感染症の

影響により、感染防止の観点から受け入れ先企業が減少したこと等の理由から、実施数が減少

しました。
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施策の達成状況

C 進捗が遅れた（１期策定時を下回るものが多くあった）施策の達成状況

理 由

まとめ

【施策の達成状況区分】
Ａ 順調に推移した（目標を達成した）、Ｂ 一定の進捗があった（目標未達成のものがあるが一定の進捗があった）
Ｃ 進捗が遅れた（１期策定時を下回るものが多くあった）、Ｄ 進捗は大幅に遅れた（１期策定時を大幅に下回った）



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

② 「技能奨励事業」の「かわさきマイスターのイベント出展等の活動回数」については、中学校

での技能職体験の実施、かわさきマイスター制度を通じた技能奨励の取組など、ほぼ目標ど

おり進捗し、技能フェスティバル参加人数については、目標を上回っていましたが、令和２、３

年度について新型コロナウイルス感染症の影響により多くのイベントや講座、学校派遣等が中

止となったため目標を下回りました。

③ 「生活文化会館の管理運営事業」については、継続的に稼働率の実績を伸ばし、平成30年度

には目標比99.2％とほぼ目標通り、令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響が生じる

1月までは目標を上回る実績で推移しました。令和２、３年度については、施設の休館、利用人

数及び利用時間帯の制限を行ったこと、またこれらの制限を設けていない期間についても、種

々の市民活動の自粛により利用が大幅に減少しました。
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施策の達成状況

理 由

まとめ

【施策の達成状況区分】
Ａ 順調に推移した（目標を達成した）、Ｂ 一定の進捗があった（目標未達成のものがあるが一定の進捗があった）
Ｃ 進捗が遅れた（１期策定時を下回るものが多くあった）、Ｄ 進捗は大幅に遅れた（１期策定時を大幅に下回った）



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

① 新型コロナウイルス感染症の影響により雇用情勢が悪化したことに加え、就業支援及び人材

確保支援については、雇用のミスマッチ、若年無業者、女性労働力の活用、中小企業等の人材

不足等の課題への対応が必要なため、雇用情勢や雇用課題に応じて、事業展開や実施手法等

について工夫・改善等を図りながら、ハローワークや経済団体、学校等の関係機関との連携を

強化し、求職者及び求人企業への総合的な支援に取り組んでいきます。また、オンラインの取組

として、キャリアサポートかわさきにおいては、令和３年３月からｗｅｂｅｘ等を用いたオンライン相

談を継続して実施し、コロナ禍においても就労支援の質を維持し、利用者の就労支援を行ってま

いります。
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施策の今後の方向性

Ⅱ 概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）今後の方向性

理 由

まとめ

【今後の方向性区分】
Ⅰ効果的な事業構成である（現状のまま継続する）、Ⅱ概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）
Ⅲあまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）、Ⅳ事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策４-３-１ 人材を活かすしくみづくり

② 技能奨励については、マイスターによるイベント出展、学校派遣、講習会の開催や技能フェ

スティバルの開催等を通じて高い関心を集めています。技能振興・継承の取組は、広く市民

や学生・生徒、子供たちに、見て、触れて、体験してもらうことが重要であるため、引続き新型

コロナウイルス感染症の感染防止のための対策を実施しながら取組を継続するほか、市民

理解の向上に向けた情報発信手法としてインターネットや映像コンテンツ、オンラインを活用

した体験や実習を取り入れるなど、アフターコロナの生活様式の変化に対応した新たな活動

についても検討していきます。

③ 生活文化会館の稼働率については、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和

２、３年度を除き目標に近い水準を保っています。今後も新型コロナウイルス感染症の感染防

止のための対策を実施しながら講座の充実やサービスの向上、広報の強化などを進めるとと

もに、オンライン映像の収録や配信を行う用途での貸室利用を想定した貸出機材（撮影・音響

・照明）導入の検討等、アフターコロナの生活様式の変化に対応した新たな利用方法の提案

や新規顧客の開拓を行っていきます。
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施策の今後の方向性

理 由

まとめ

【今後の方向性区分】
Ⅰ効果的な事業構成である（現状のまま継続する）、Ⅱ概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）
Ⅲあまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）、Ⅳ事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）




